
(57)【要約】

【課題】　長寿命化が図られたＥＬパネルを提供する。

【解決手段】　本発明に係るＥＬパネル１０は、基板１

２と、基板１２の素子形成基板１８上に形成されたＥＬ

素子１４と、基板１２の素子形成基板１８と対面すると

共に、基板１２上のＥＬ素子１４を覆う封止プレート１

６と、基板１２と封止プレート１６との間に介在する接

着剤２８とを備え、基板１２の接着剤１８との接触領域

の少なくとも一部、及び、封止プレート１６の接着剤２

８との接触領域の少なくとも一部には、それぞれ凹凸部

３０，３２が形成されており、基板１２の凹凸部３０と

封止プレート１６の凹凸部３２とが対向する領域Ｆにお

いて、基板１２と封止プレート１６とが接しているため

、両凹凸部３０，３２間における系外成分の進行が遅延

化され、長寿命化が実現される。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 と 、
　 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 と 、
　 前 記 基 板 と 対 面 す る と 共 に 、 前 記 基 板 上 の 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う 封 止 プ レ ー ト と 、
　 前 記 基 板 と 前 記 封 止 プ レ ー ト と の 間 に 介 在 す る 接 着 剤 と を 備 え 、
　 前 記 基 板 の 前 記 接 着 剤 と の 接 触 領 域 の 少 な く と も 一 部 、 及 び 、 前 記 封 止 プ レ ー ト の 前 記
接 着 剤 と の 接 触 領 域 の 少 な く と も 一 部 に は 、 そ れ ぞ れ 凹 凸 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 基 板 の 前 記 凹 凸 部 と 前 記 封 止 プ レ ー ト の 前 記 凹 凸 部 と が 対 向 す る 領 域 に お い て 、 前
記 基 板 と 前 記 封 止 プ レ ー ト と が 接 し て い る 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 の 前 記 凹 凸 部 と 前 記 封 止 プ レ ー ト の 前 記 凹 凸 部 と が 噛 み 合 っ て い る 、 請 求 項 １
に 記 載 の Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 基 板 と 、
　 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 と 、
　 前 記 基 板 と 対 面 す る と 共 に 、 前 記 基 板 上 の 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う 封 止 プ レ ー ト と 、
　 前 記 基 板 と 前 記 封 止 プ レ ー ト と の 間 に 介 在 す る 接 着 剤 と を 備 え 、
　 前 記 基 板 の 前 記 接 着 剤 と の 接 触 領 域 の 少 な く と も 一 部 、 及 び 、 前 記 封 止 プ レ ー ト の 前 記
接 着 剤 と の 接 触 領 域 の 少 な く と も 一 部 に は 、 そ れ ぞ れ 凹 凸 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 基 板 の 前 記 凹 凸 部 と 前 記 封 止 プ レ ー ト の 前 記 凹 凸 部 と が 対 向 す る 領 域 に お い て 、 前
記 基 板 の 前 記 凹 凸 部 と 前 記 封 止 プ レ ー ト の 前 記 凹 凸 部 と が 噛 み 合 っ て い る 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 基 板 の 前 記 凹 凸 部 と 前 記 封 止 プ レ ー ト の 前 記 凹 凸 部 と が 対 向 す る 領 域 に お い て 、 前
記 基 板 と 前 記 封 止 プ レ ー ト と が 接 し て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 接 着 剤 が フ ィ ラ ー を 含 み 、 前 記 基 板 と 前 記 封 止 プ レ ー ト と が 前 記 フ ィ ラ ー を 介 し て
接 し て い る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ （ Electro Luminescence） や 無 機 Ｅ Ｌ 等 の Ｅ Ｌ 素 子 は 、 自 発 光 型 の 発 光 素 子 で
あ り 、 高 輝 度 で あ る ほ か 、 小 型 ・ 軽 量 化 が 容 易 で あ る と い う 特 徴 を 有 し て お り 、 デ ィ ス プ
レ イ や 照 明 等 へ の 応 用 が 期 待 さ れ て い る 。 と こ ろ が 、 こ れ ら の Ｅ Ｌ 素 子 に 用 い ら れ る 発 光
材 料 は 、 水 、 Ｃ Ｏ ２ 、 Ｏ ２ 等 の 成 分 （ 以 下 、 系 外 成 分 と 称 す 。 ） に よ っ て 劣 化 し 易 い 傾 向
に あ り 、 こ れ が 素 子 の 長 寿 命 化 を 妨 げ る 一 つ の 要 因 と な っ て い た 。 こ の た め 、 従 来 、 Ｅ Ｌ
素 子 は 、 外 気 と の 接 触 を 少 な く す る た め 、 当 該 素 子 を 封 止 し た Ｅ Ｌ パ ネ ル の 形 態 で 用 い ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 封 止 の 形 態 と し て は 、 Ｅ Ｌ 素 子 を 基 板 と 封 止 板 と の 間 に 配 置 し 、 外 周 部 の み を 樹
脂 等 か ら な る シ ー ル 剤 （ 接 着 剤 ） で 塞 ぐ 中 空 型 の 封 止 が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 中 空 型
の Ｅ Ｌ パ ネ ル は 下 記 特 許 文 献 １ な ど に 開 示 さ れ て お り 、 こ の 文 献 に 示 さ れ た Ｅ Ｌ パ ネ ル の
接 着 剤 に は 粒 状 フ ィ ラ ー や 層 状 フ ィ ラ ー が 添 加 さ れ て い る 。 こ の フ ィ ラ ー は 接 着 剤 中 に お
け る 系 外 成 分 の 進 行 を 妨 害 し 、 そ れ に よ り 、 系 外 成 分 は 接 着 剤 中 を 蛇 行 す る よ う に 進 行 す
る た め 、 接 着 剤 に フ ィ ラ ー が 添 加 さ れ て お ら ず 系 外 成 分 が 直 線 的 に 進 行 す る 場 合 に 比 べ て
、 系 外 成 分 の 経 路 が 延 長 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に お け る Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 こ の よ う に し て
接 着 剤 中 に お け る 系 外 成 分 の 進 行 を 遅 ら せ て 、 Ｅ Ｌ 素 子 及 び Ｅ Ｌ パ ネ ル の 長 寿 命 化 を 図 っ
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て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ９ １ ８ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 発 明 者 ら は 、 Ｅ Ｌ 素 子 及 び Ｅ Ｌ パ ネ ル の さ ら な る 長 寿 命 化 を 図 る べ く 研 究 を 重 ね た 結 果
、 従 来 と は 異 な る 方 法 に よ り 系 外 成 分 の 進 行 を 効 果 的 に 遅 延 さ せ て 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 長 寿 命
化 を 実 現 す る こ と が で き る 技 術 を 新 た に 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 長 寿 命 化 が 図 ら れ
た Ｅ Ｌ パ ネ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 基 板 と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 と 、 基 板 と 対 面 す る
と 共 に 、 基 板 上 の Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う 封 止 プ レ ー ト と 、 基 板 と 封 止 プ レ ー ト と の 間 に 介 在 す る
接 着 剤 と を 備 え 、 基 板 の 接 着 剤 と の 接 触 領 域 の 少 な く と も 一 部 、 及 び 、 封 止 プ レ ー ト の 接
着 剤 と の 接 触 領 域 の 少 な く と も 一 部 に は 、 そ れ ぞ れ 凹 凸 部 が 形 成 さ れ て お り 、 基 板 の 凹 凸
部 と 封 止 プ レ ー ト の 凹 凸 部 と が 対 向 す る 領 域 に お い て 、 基 板 と 封 止 プ レ ー ト と が 接 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て は 、 基 板 の 凹 凸 部 と 封 止 プ レ ー ト の 凹 凸 部 と が 対 向 す る 領 域 で
は 、 系 外 成 分 が 両 凹 凸 部 の 間 を 進 行 し て 基 板 と 封 止 プ レ ー ト と が 接 し て い る 部 分 ま で 到 達
す る と 、 系 外 成 分 は こ の 部 分 を 迂 回 す る た め 、 系 外 成 分 の 経 路 が 延 長 さ れ る 。 そ の た め 、
本 発 明 に お け る Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 両 凹 凸 部 の 間 に お け る 系 外 成 分 の 進 行 が 遅 延 化 さ れ 、 長 寿
命 化 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 基 板 の 凹 凸 部 と 封 止 プ レ ー ト の 凹 凸 部 と が 噛 み 合 っ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 噛
み 合 う 両 凹 凸 部 の 間 に お い て 系 外 成 分 の 経 路 が 蛇 行 す る た め 、 系 外 成 分 の 経 路 が さ ら に 延
長 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 基 板 上 に は 電 極 配 線 が 設 け ら れ て お り 、 封 止 プ レ ー ト の 凹 凸 部 と 電 極 配 線 の 凹 凸
と が 噛 み 合 っ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 電 極 配 線 の 部 分 に お け る 密 着 性 の 向 上 が 図 ら れ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 基 板 と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た Ｅ Ｌ 素 子 と 、 基 板 と 対 面 す る
と 共 に 、 基 板 上 の Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う 封 止 プ レ ー ト と 、 基 板 と 封 止 プ レ ー ト と の 間 に 介 在 す る
接 着 剤 と を 備 え 、 基 板 の 接 着 剤 と の 接 触 領 域 の 少 な く と も 一 部 、 及 び 、 封 止 プ レ ー ト の 接
着 剤 と の 接 触 領 域 の 少 な く と も 一 部 に は 、 そ れ ぞ れ 凹 凸 部 が 形 成 さ れ て お り 、 基 板 の 凹 凸
部 と 封 止 プ レ ー ト の 凹 凸 部 と が 対 向 す る 領 域 に お い て 、 基 板 の 凹 凸 部 と 封 止 プ レ ー ト の 凹
凸 部 と が 噛 み 合 っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て は 、 基 板 の 凹 凸 部 と 封 止 プ レ ー ト の 凹 凸 部 と が 対 向 す る 領 域 で
は 、 噛 み 合 う 両 凹 凸 部 の 間 に お い て 系 外 成 分 の 経 路 が 蛇 行 す る た め 、 系 外 成 分 の 経 路 が 延
長 さ れ る 。 そ の た め 、 本 発 明 に お け る Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 両 凹 凸 部 の 間 に お け る 系 外 成 分 の 進
行 が 遅 延 化 さ れ 、 長 寿 命 化 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 基 板 の 凹 凸 部 と 封 止 プ レ ー ト の 凹 凸 部 と が 対 向 す る 領 域 に お い て 、 基 板 と 封 止 プ
レ ー ト と が 接 し て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 系 外 成 分 が 両 凹 凸 部 の 間 を 進 行 し て 基 板 と 封 止
プ レ ー ト と が 接 し て い る 部 分 ま で 到 達 す る と 、 系 外 成 分 は こ の 部 分 を 迂 回 す る た め 、 系 外
成 分 の 経 路 が さ ら に 延 長 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-207518 A 2007.8.16



【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 接 着 剤 が フ ィ ラ ー を 含 み 、 基 板 と 封 止 プ レ ー ト と が フ ィ ラ ー を 介 し て 接 し て い て
も よ い 。 こ の 場 合 、 系 外 成 分 が フ ィ ラ ー ま で 到 達 し た 際 に 、 系 外 成 分 は フ ィ ラ ー を 迂 回 す
る た め 、 系 外 成 分 の 進 入 経 路 （ 若 し く は 進 行 経 路 ） が 延 長 さ れ る 。 従 っ て 、 両 凹 凸 部 の 間
に お け る 系 外 成 分 の 進 行 が さ ら に 遅 延 化 さ れ 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル の さ ら な る 長 寿 命 化 が 実 現 さ れ
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 長 寿 命 化 が 図 ら れ た Ｅ Ｌ パ ネ ル が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 実 施 す る に あ た り 最 良 と 思 わ れ る 形 態 に つ い て 詳 細
に 説 明 す る 。 な お 、 同 一 又 は 同 等 の 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 説 明 が 重 複 す る 場
合 に は そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 板 １ ２ と 、 Ｅ
Ｌ 素 子 １ ４ と 、 封 止 プ レ ー ト １ ６ と を 備 え て お り 、 基 板 １ ２ は 素 子 形 成 基 板 １ ８ と 絶 縁 膜
２ ０ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ は 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 及 び ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の い ず れ に 適
用 す る こ と が で き る 。 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ を ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 と し て 用 い る 場 合 に は 、 素
子 形 成 基 板 １ ８ 及 び 封 止 プ レ ー ト １ ６ の う ち の 少 な く と も 素 子 形 成 基 板 １ ８ を 透 光 性 プ レ
ー ト で 構 成 す る 。 一 方 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ を ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 と し て 用 い る 場 合 に は 、
素 子 形 成 基 板 １ ８ 及 び 封 止 プ レ ー ト １ ６ の う ち の 少 な く と も 封 止 プ レ ー ト １ ６ を 透 光 性 プ
レ ー ト で 構 成 す る 。 透 光 性 プ レ ー ト は 、 透 光 性 を 有 し （ 若 し く は 透 明 で あ り ） 、 ガ ラ ス や
プ ラ ス チ ッ ク 、 そ の 他 の 透 光 性 を 有 す る 材 料 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ は 、 例 え ば 厚 さ 数 百 ｎ ｍ 程 度 で 長 方 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 素 子 形 成 基 板
１ ８ の 主 面 １ ８ ａ 上 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ は 、 Ｅ Ｌ 層 を 陽 極 電 極 層 及 び 陰
極 電 極 層 で 挟 ん だ 積 層 構 造 を 有 し て い る 。 こ の Ｅ Ｌ 層 の 構 成 材 料 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 材 料 で も 無
機 Ｅ Ｌ 材 料 で も よ い 。 絶 縁 膜 ２ ０ も 、 素 子 形 成 基 板 １ ８ の 主 面 １ ８ ａ 上 に 形 成 さ れ て お り
、 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ の 周 囲 を 囲 む よ う な 例 え ば 厚 さ 数 μ ｍ 程 度 の 四 角 枠 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 基 板 １ ２ に は 、 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ を 駆 動 す る た め の 配 線 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
配 線 ２ ２ は 、 Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ の 陽 極 電 極 層 ラ イ ン に 駆 動 信 号 を 送 る 陽 極 配 線 ２ ２ Ａ と 、 Ｅ Ｌ
素 子 １ ４ の 陰 極 電 極 層 ラ イ ン に 駆 動 信 号 を 送 る 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ と か ら な っ て お り 、 そ の 厚
さ は 数 百 ｎ ｍ 程 度 で あ る 。 そ し て 、 陽 極 配 線 ２ ２ Ａ は Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ の 一 方 の 長 辺 か ら 引 き
出 さ れ て お り 、 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ は Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ の 一 方 の 短 辺 か ら 引 き 出 さ れ て い る 。 こ れ
ら 陽 極 配 線 ２ ２ Ａ 及 び 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ は そ れ ぞ れ 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の 一 端 面 １ ０ ａ の 陽 極
取 出 部 ２ ４ Ａ 、 陰 極 取 出 部 ２ ４ Ｂ を 介 し て 、 図 示 し な い 駆 動 回 路 に 接 続 さ れ て い る 。 な お
、 図 ２ に 示 す よ う に 、 陽 極 配 線 ２ ２ Ａ は 素 子 形 成 基 板 １ ８ 上 に 設 け ら れ て お り 、 陰 極 配 線
２ ２ Ｂ は 絶 縁 膜 ２ ０ 上 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 封 止 プ レ ー ト １ ６ は 、 平 板 形 状 で あ り 、 素 子 形 成 基 板 １ ８ の 主 面 １ ８ ａ （ Ｅ Ｌ 素 子 １ ４
側 の 面 ） と 平 行 に 対 面 し て い る と 共 に 、 素 子 形 成 基 板 １ ８ 上 の Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ を 覆 う よ う に
設 け ら れ て い る 。 こ の 封 止 プ レ ー ト １ ６ の 下 面 １ ６ ａ （ 基 板 １ ２ 側 の 面 ） に は 、 基 板 １ ２
上 に 形 成 さ れ た 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ （ 電 極 配 線 ） に 対 応 す る 領 域 に 、 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ を 収 容 す
る た め の 凹 部 ２ ６ が 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ の 高 さ と 同 等 深 さ で 形 成 さ れ て お り 、 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ
に よ っ て 封 止 プ レ ー ト １ ６ が 傾 い て し ま う 事 態 が 回 避 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 そ し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 述 し た 基 板 １ ２ と 封 止 プ レ ー ト １ ６ と の 間 に は 接 着 剤 ２
８ が 介 在 し て お り 、 基 板 １ ２ と 封 止 プ レ ー ト １ ６ と の 間 を 接 着 剤 ２ ８ が 完 全 に 充 た し て い
る 。 こ の 接 着 剤 ２ ８ に は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 や シ リ コ ー ン 樹 脂 等 を ベ ー ス と す る 接 着 剤 を 用 い
る こ と が で き る 。 接 着 剤 ２ ８ が 載 せ ら れ た 基 板 １ ２ に 封 止 プ レ ー ト １ ６ を 押 し 付 け る こ と
で 、 基 板 １ ２ と 封 止 プ レ ー ト １ ６ と の 間 に 接 着 剤 ２ ８ を 介 在 さ せ て い る た め 、 接 着 剤 ２ ８
は 、 基 板 １ ２ 上 の 全 域 （ す な わ ち 、 素 子 形 成 基 板 １ ８ 上 及 び 絶 縁 膜 ２ ０ 上 の 全 域 ） に 広 が
っ て い る 。 つ ま り 、 絶 縁 膜 ２ ０ の 枠 内 だ け で な く 、 絶 縁 膜 ２ ０ の 上 面 ２ ０ ａ に も 接 着 剤 ２
８ が 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 基 板 １ ２ の 絶 縁 膜 ２ ０ の 上 面 ２ ０ ａ の 全 領 域 及 び 封 止 プ レ ー ト １ ６ の 下 面 １ ６ ａ
の 全 領 域 に は 、 そ れ ぞ れ 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 基 板 １ ２ 側 の 凹 凸
部 ３ ０ と 封 止 プ レ ー ト １ ６ 側 の 凹 凸 部 ３ ２ と が 対 向 す る 領 域 Ｆ に お い て は 、 両 凹 凸 部 ３ ０
， ３ ２ は 互 い に 噛 み 合 う よ う に 、 略 同 じ 深 さ 及 び 略 同 じ ピ ッ チ で 形 成 さ れ て い る 。 噛 み 合
う 態 様 に は 、 例 え ば 、 一 方 の 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ に お け る 凸 の 部 分 が 他 方 の 凹 凸 部 ３ ０ ， ３
２ に お け る 凹 の 部 分 に 対 応 す る 態 様 や 、 所 定 方 向 に お い て 両 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ の 凸 の 部 分
が 交 互 に 現 れ る 態 様 な ど が あ る 。 こ の よ う な 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ は 、 公 知 の サ ン ド ブ ラ ス ト
や エ ッ チ ン グ 等 を 用 い て 形 成 す る こ と が で き 、 必 要 に 応 じ て 所 定 形 状 の マ ス ク パ タ ー ン を
利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 上 記 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ の 間 に お け る 系 外 成 分 の 進 行 状 態 に つ い て 、 図 ５ を 参 照 し
つ つ 詳 し く 説 明 す る 。 具 体 的 に は 、 系 外 成 分 が 、 図 の Ｘ 方 向 （ 基 板 １ ２ と 封 止 プ レ ー ト １
６ と の 対 面 方 向 （ Ｚ 方 向 ） に 直 交 す る 方 向 ） に 沿 っ て 、 点 Ｐ ０ か ら 点 Ｐ １ ま で 進 行 す る 場
合 に つ い て 説 明 す る 。 点 Ｐ ０ は 、 例 え ば 接 着 剤 ２ ８ の 外 端 面 位 置 に お け る 点 で あ り 、 点 Ｐ

１ は 、 例 え ば 接 着 剤 ２ ８ の 外 端 面 か ら 所 定 距 離 だ け 内 側 の 位 置 に お け る 点 で あ る 。 な お 、
本 明 細 書 中 に お け る 系 外 成 分 と は 、 水 、 Ｃ Ｏ ２ 、 Ｏ ２ 等 で あ り 、 こ れ ら は Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ の
素 子 特 性 に 悪 影 響 を 与 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 基 板 １ ２ の 絶 縁 膜 ２ ０ の 凹 凸 部 ３ ０ 及 び 封 止 プ レ ー ト １ ６ の 凹 凸 部
３ ２ は 、 い ず れ も Ｚ 方 向 に 波 打 っ て い る 。 そ の た め 、 絶 縁 膜 ２ ０ 及 び 封 止 プ レ ー ト １ ６ は
、 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ が な い 場 合 （ 平 面 で あ る 場 合 ） に 比 べ て 、 接 着 剤 ２ ８ と の 界 面 ３ ０ ａ
， ３ ２ ａ の 界 面 長 さ が 伸 長 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 系 外 成 分 の う ち 、 界 面 ３ ０ ａ ， ３ ２ ａ
に 沿 っ て 進 行 す る （ 若 し く は 進 入 す る ） 系 外 成 分 に 関 し て は 、 そ の 経 路 が 延 長 さ れ て お り
、 そ の 進 行 が 遅 延 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 両 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ は 、 略 同 じ 深 さ 及 び 略 同 じ ピ ッ チ で 形 成 さ れ て お り 、 互 い に
噛 み 合 っ て い る 。 そ の た め 、 両 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ 間 に お け る 系 外 成 分 の 経 路 は Ｚ 方 向 に 蛇
行 し て い る 。 そ れ に よ り 、 経 路 が 蛇 行 し て い な い 場 合 （ す な わ ち 、 系 外 成 分 が 点 Ｐ ０ か ら
点 Ｐ １ ま で 直 進 す る 場 合 ） に 比 べ て 、 系 外 成 分 の 経 路 が 延 長 さ れ て い る 。 従 っ て 、 界 面 ３
０ ａ ， ３ ２ ａ を 進 行 す る 系 外 成 分 だ け で な く 、 接 着 剤 ２ ８ 中 を 進 行 す る 系 外 成 分 に 関 し て
も 、 そ の 経 路 が 延 長 さ れ て お り 、 そ の 進 行 が 遅 延 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 凹 凸 部 ３ ０ と 凹 凸 部 ３ ２ と は 、 接 触 部 ３ ４ に お い て 部 分 的 に 接 し て い る 。 こ の
接 触 部 ３ ４ に お い て は 、 界 面 ３ ０ ａ ， ３ ２ ａ を 進 行 す る 系 外 成 分 及 び 接 着 剤 ２ ８ 中 を 進 行
す る 系 外 成 分 と も に 進 行 が 妨 害 さ れ る 。 そ の た め 、 系 外 成 分 は 接 触 部 ３ ４ ま で 到 達 す る と
、 Ｙ 方 向 （ Ｘ 方 向 及 び Ｚ 方 向 に 直 交 す る 方 向 、 図 ５ の 紙 面 の 上 下 方 向 ） に 迂 回 す る 。 そ し
て 、 こ の よ う な 迂 回 に よ り 系 外 成 分 の 経 路 が 延 長 さ れ る 。 そ の 結 果 、 接 着 剤 ２ ８ 中 に お け
る 系 外 成 分 の 進 行 が 遅 延 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 で 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ に お い て は 、 系 外 成 分 の 進 行 の 遅 延 化 が
図 ら れ て お り 、 長 寿 命 が 実 現 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 封 止 プ レ ー ト １ ６ の 凹 部 ２ ６ に お け る 凹 凸 部 ３ ２ は 、 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ と 接 す る 部 分 で あ
る た め 、 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ の 凹 凸 と 噛 み 合 う よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 す な わ ち 、 陰 極 配
線 ２ ２ Ｂ は 複 数 の 配 線 が 束 ね ら れ た 部 分 で あ り そ の 上 面 は 波 打 っ て い る た め 、 そ の 凹 凸 に
噛 み 合 う 形 状 に 凹 部 ２ ６ の 凹 凸 部 ３ ２ を 形 成 す る こ と で 、 陰 極 配 線 ２ ２ Ｂ の 部 分 に お け る
封 止 プ レ ー ト １ ６ と 基 板 １ ２ と の 密 着 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 絶 縁 膜 ２ ０ に 設 け ら れ る 凹 凸 部 ３ ０ 及 び 封 止 プ レ ー ト １ ６ に 設 け ら れ る 凹 凸 部 ３
２ は 、 必 ず し も そ の 全 域 に 設 け る 必 要 は な く 、 部 分 的 に 設 け て も よ い 。 す な わ ち 、 接 着 剤
２ ８ と の 接 触 領 域 に 部 分 的 に 設 け た 場 合 で も 、 少 な く と も 両 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ が 対 面 す る
部 分 に お い て は 、 上 述 し た と お り 系 外 成 分 の 進 行 が 遅 延 化 さ れ る た め 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ の
長 寿 命 が 実 現 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 さ ら な る 長 寿 命 化 を 実 現 す る た め に 、 上 述 し た 接 着 剤 ２ ８ に 代 え て 、 図 ６ に 示 す
よ う な フ ィ ラ ー ３ ６ を 含 む 接 着 剤 ２ ８ Ａ を 用 い て も よ い 。 接 着 剤 ２ ８ Ａ に 含 ま れ る フ ィ ラ
ー ３ ６ は 、 両 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ に よ っ て 画 成 さ れ る 系 外 成 分 の 経 路 中 に 位 置 す る 。 ま た 、
フ ィ ラ ー ３ ６ は 、 基 板 １ ２ 及 び 封 止 プ レ ー ト １ ６ に 接 し て お り 、 そ の た め 、 フ ィ ラ ー ３ ６
が 存 在 す る と こ ろ で は 、 フ ィ ラ ー ３ ６ を 介 し て 基 板 １ ２ と 封 止 プ レ ー ト １ ６ と が 接 し て い
る 。 従 っ て 、 系 外 成 分 が 接 着 剤 ２ ８ Ａ 中 を 進 行 し て フ ィ ラ ー ３ ６ ま で 到 達 し た 際 、 系 外 成
分 は 、 上 述 し た 接 触 部 ３ ４ と 同 様 の 態 様 に よ っ て フ ィ ラ ー ３ ６ を 迂 回 す る た め 、 そ の 迂 回
に よ り 系 外 成 分 の 経 路 が 延 長 さ れ る 。 そ の 結 果 、 系 外 成 分 の 進 行 （ 若 し く は 進 入 ） が さ ら
に 遅 延 さ れ 、 フ ィ ラ ー ３ ６ が な い 接 着 剤 ２ ８ の 場 合 に 比 べ て よ り 長 寿 命 化 が 図 ら れ る 。 な
お 、 フ ィ ラ ー ３ ６ と し て は 、 層 状 粘 土 化 合 物 か ら な る フ ィ ラ ー 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 基 板 １ ２ と 封 止 プ レ ー ト １ ６ と の 間 を 接 着 剤 ２ ８ ， ２
８ Ａ で 充 た し た 固 体 封 止 型 の Ｅ Ｌ パ ネ ル 構 造 を 示 し て い る が 、 適 宜 、 基 板 １ ２ と 封 止 プ レ
ー ト １ ６ と の 間 の Ｅ Ｌ 素 子 １ ４ を 含 む 領 域 を 中 空 に し た 気 体 封 止 型 （ 中 空 型 ） の Ｅ Ｌ パ ネ
ル 構 造 に す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 絶 縁 膜 ２ ０ の 枠 内 に 接 着 剤 ２ ８ ， ２ ８ Ａ が 存 在 せ
ず 、 絶 縁 膜 ２ ０ と 封 止 プ レ ー ト １ ６ と が 接 す る 部 分 に の み に 接 着 剤 ２ ８ ， ２ ８ Ａ が 存 在 す
る 態 様 に す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 で も 、 両 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ 間 に お け る 系 外 成 分 の 進
行 が 遅 延 化 さ れ る た め 、 系 外 成 分 が Ｅ Ｌ パ ネ ル の 内 部 空 間 に 進 入 す る ま で の 時 間 が 延 長 さ
れ て 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 長 寿 命 化 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 絶 縁 膜 ２ ０ を 用 い な い Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ Ａ
の よ う な 態 様 に 変 形 す る こ と も で き る 。 す な わ ち 、 封 止 プ レ ー ト １ ６ を 、 外 縁 位 置 に お い
て 基 板 １ ２ 方 向 に 屈 曲 す る 屈 曲 部 ３ ８ が 設 け ら れ た 封 止 プ レ ー ト １ ６ Ａ に 変 更 し て も よ い
。 こ の 場 合 、 封 止 プ レ ー ト １ ６ の 屈 曲 部 ３ ８ の 下 面 に 設 け た 凹 凸 部 ３ ２ と 、 素 子 形 成 基 板
１ ８ に 設 け ら れ た 凹 凸 部 ３ ０ と が 接 す る 。 こ の 場 合 で も 、 上 述 し た 効 果 と 同 様 の 効 果 が 得
ら れ 、 両 凹 凸 部 ３ ０ ， ３ ２ 間 に お け る 系 外 成 分 の 進 行 が 遅 延 化 さ れ て 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ Ａ
の 長 寿 命 化 が 実 現 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る Ｅ Ｌ パ ネ ル を 示 し た 部 分 破 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た Ｅ Ｌ パ ネ ル の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た Ｅ Ｌ パ ネ ル の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 両 凹 凸 部 の 間 に お け る 系 外 成 分 の 進 行 経 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 フ ィ ラ ー を 添 加 し た 接 着 剤 の 場 合 の 系 外 成 分 の 進 行 経 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 異 な る 態 様 の Ｅ Ｌ パ ネ ル を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ０ ， １ ０ Ａ … Ｅ Ｌ パ ネ ル 、 １ ２ … 基 板 、 １ ４ … Ｅ Ｌ 素 子 、 １ ６ ， １ ６ Ａ … 封 止 プ レ ー
ト 、 ２ ２ … 配 線 、 ２ ８ ， ２ ８ Ａ … 接 着 剤 、 ３ ０ ， ３ ２ … 凹 凸 部 、 ３ ０ ａ ， ３ ２ ａ … 界 面 、
３ ４ … 接 触 部 、 ３ ６ … フ ィ ラ ー 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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